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小田原市内 4箇所の社寺林 （蓮昌寺・大蓮寺・

真福寺・大稲荷神社〉の真正クモ類

池田 博明 ・佐藤 伸一 ・ 稲葉茂 代

Spiders of Four Groves (of Rensho-ji, Dairen-ji, Shinpuku-ji, and Dainari jinja) 

in Odawara City, Kanagawa Prefecture 

Hiroyoshi IKEDA, Shin ichi SATO and Shigeyo INABA 

1. はじめに 2. 調査の概要

神奈川県内各地の真正クモ類目録は大楠山 （植村， 4ケ所の社寺および城内高校の位置を地図上に示し

1938），神武寺（町田 ・松下， 1940），丹沢（近藤， 19 た。真福寺は小田原市早川にあり，裏手はミカン山に

64，八木沼，1964）の他， 主に東京蜘妹談話会会員に つづく常緑落葉混交林を持つ。それに対して蓮昌寺お

よって精力的にま とめられている。それらは丹沢山塊 よび大蓮寺は市街地の寺で，敷地内には生垣 （アオキ

〔山Jll・熊田 1973, 1979，栗原 1977），川崎市王禅寺 やイプキ〕と数本の樹（クス，マツなど〕が値えられ

〔新海1965〕， 小倉山 （新海1970）， 多摩プラザ 〔国見 ている。大稲荷神社は小田原駅付近にあり，境内には

1970〕，横浜〔1l1Jll1973〕， 厚木（山野 ・木戸 1975), カシ，クス， スギ，イチョウなど，かなりの樹が植え

三浦半島（熊田1980），日向薬師 ・広沢寺（高橋1981〕， られている。

津久井 ・城山（高橋 ・松浦 1981），野庭高校（谷川ほ 各社寺の採集日時 ・採集者を記す。なお目録中には

か1982），県立教育センター（池田 ・谷Ji/1986），平塚 採集地は蓮，大， 真，稲の略号 （それぞれ蓮昌寺，大

市（平塚クモの会 1986〕，高麗山（池田 1986）など各 蓮寺， 真福寺，大稲荷神社の略〕で示し，採集月を ロ

地にわたるが，丹沢をのぞくと神奈川県西部の記録は ーマ数字てー示した。同月の場合には，年号の古い方か

少く， 芦の湖 ・新島 ・真鶴（Matsumoto1970），真鶴 らa,b, cで区別した。たとえば，稲Xcとあるの

岬（権匝11972）， 箱根畑宿（小林ほか1975〕，小田原市 は大稲荷神社，10月，1986年の記録である。

〔佐久間1976），小田原城内高校 〔田淵ほか1982，池田 蓮昌寺 ：1984年6月15日〔佐藤伸一，稲葉茂代，植

ほか1983）があるにすぎなL、。 田恭子，渋谷暁子，杉崎るり〕， 1984年10月3日（池

神奈川県をフィーノレドにしたクモの生態記録も多数 回博明，佐藤，稲葉，植田，沢田典子〕， 1986年10月

報告されているが，酒匂川以西てやは前述の他，キノボ 4日（池田）。

リトタテグモ（高橋 ・鈴木 1980，小田原市〉， ムラク 大蓮寺 ：1984年6月15日（池田，内田真代， ii木孝

モヒシガタグモ（池田ほか 1982～1984，真鶴）， スズ 子，中村衣里），1984年10月3日〔池田， 佐藤，稲葉，

ミグモ（浜口 1985，山北と曽我山〕，ヤパネウラシマ 植田，沢田），1986年10月4日 （池田）。

グモ（稲葉 1986，小田原市〉， ヒメハナグモ（新海19 真福寺： 1985年l月8日〔池回，植田，、沢田，井上

86；仙石原〉などである。 ' 美樹〕， 1985年5月30日（池田，稲葉， 青野和子， 倉

小田原城内高校生物研究部では， 県西のクモの生態 沢景子，瀬戸典子，高橋祐子，結城由起子）， 1984年

調査を目的とし，小田原市内 4ケ所の社寺林（蓮昌寺 6月8日（池田イ佐藤，稲葉， 植田，沢田，渋谷，杉

・大蓮寺 ・真福寺 ・大稲荷神社〉を1984年から平日の 崎，露木）， 1984年7月四回t〔池田，佐藤，稲葉，植

放課後を利用して調べてきた。まだ不十分ではあるが 田，沢田，渋谷，・杉崎，天野智校，及川美和）， 1985 

その結果をまとめておく。 一 年g月27日（池田，縮図，渋谷，高橋， 青木和代，山
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図1 調査地点略図

本自香，渡辺秀子），1986年10月4日（池田〕。

大稲荷神社 ：1985年 5月2日（池田，稲葉，青野，

倉沢，瀬戸，高橋，結城〉， 1986年 5月8日（池田，

佐藤，高橋，久保寺みか，諏訪なお子，原田弘美），

1984年 6月21日（池田，佐藤，稲葉，植田，沢田，渋

谷，杉崎）， 1985年 6月7日（池田，倉沢，瀬戸，高

橋，結城〕， 1984年10月4日（池田，佐藤，稲葉，井

上，沢田，渋谷， 杉崎， 露木，渡辺，遠藤明美〉，

1985年10月8日〔池田， 佐藤，稲葉，青木，植田，倉

沢，渋谷，高橋，山本〕， 1986年10月4日（池田）。

3. 真正クモま耳目録

科の配列は新海 ・高野 （1984）により，科内の属お

よび種の配列は学名のアルファベット順とした。和名

および学名は八木沼（1986）に準じた。採集地略号の

アノレファベットは採集時のクモの令を示す。 Fはメス

成体， fはメス亜成体， Mはオス成体，mはオス亜成

体， nは幼体 （nymph), Eは卵のうを表す。※印は

城内高校内でも記録されている種である。

同定は，斉藤博（22,23, 24〕，新海栄一（27〕，小

野展嗣（59），加村隆英（90）の諸氏にお願いした他は，

池田が行なった。心よく同定して下さった諸氏に感謝
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申しあげる。また，新海栄一氏には同定，文献等で常

にお世話になっている。記して感謝の意を表したし、。

トタテグモ科 CTENIZIDAE 

1. キシノウエトタテグモ Latouchia tyρica (Kr-

SHIDA) F真V ※

2. キノポリトタテグモ Ummidia fragaria (Do-

NIη ） 11稲Vb

ジグモ科 ATYPIDAE 

3.ジグモ Atypuskarschi DoNrTZ n連Xb・f真

V・n真VI ※

ハグモ科 D:cTYNIDAE 

4.ネコハグモ Dictyna felis B凸s.et Srn・ F真

VI・n真VII・f稲VIa

ウズグモ科 ULOBOR!DAE 

5. マネキグモ Miagraimnopesorientalis Bos. et 

Srn. n真VII・n真IX ※

6.カタハリウズグモ Uloborussybotides Bos. et 

Sm. F真V • Fn真VI・F真VII

7. ウズグモ U. varians Bos et Sm. fn真VI

チリグモ手ヰ 0ECOB!IDAE 

8. チリグモ Oecobius annuliρes LucAs F真VI



• Ff1百Via

タマゴグモ科 OoNOPTDAE 

※ tus (WALCK.〕 MF稲Va ※

27. オオサカアカムネグモ Ummeliataosakaensis 

9. ナノレト ミダニ グモ I schnothyreus naruto例 ii (01) F逝Xa・FM大VI ※ 

(NAKATSUDI) F立ITVI・M蓮Xb

ユウレイグモ科 PHOLC!DAE 

10. ユウレイグモ Pholcus crypticolens Bos. et 

STR. F真V・FMEn真VI・F真VII・n真I・n真X

11. イエユウレイグモ Pholcusρhalangioides(Fu-

SSLIN) F真VII

ヒメグモ科 THERIDI !DAE 

12. ヒメグモ AchaearaneajaJうonica(Bos. et STR.〕

FEn蓮Xb・FEn大Xb・fn真VII・Fn真IX・n稲Xb

13.オオヒメグモ A. tepidariorum (C. KocH) 

n蓮VI・F大Xa・Mn真VI・nE真VII・Fn稲Va・F稲
Vb・Fn稲Via・n稲Xa ※

14. アシプトヒメグモ Anelosimuscγassipes〔Biis.

et STR目） M連VI ・ n蓮Xa•F大VI·n大Xa ・FE真

VI・FEn真VII・n真IX・m真X ※

15. カニミジングモ Dipoena musterina〔SrMoN)

Fm真IX

16. シモフリミジングモ D.punctisparsa Y AGrNu-

MA n稲Xa• n稲Xb ※

17. カレハヒメグモ Enoplognathatransversifove 

ata (Bos. et STR. ) F真V・n真I・n真X・n稲I・ F 

稲Vb・n稲Xb ※

18. ツクネグモ Phoroncidia pilula 〔KARSCH〕

F蓬Xb

19. ハンゲツオスナキグモ Steatoda cavernicola 

(Bos. et STR. ) n稲Xa

20.スネグロオチパヒメグモ StemmoρesnψIうoni

cus YAG!NUMA Ffi百Via• n稲Xa

21. ムナポシヒメグモ Theridion sterninotatum 

Bos. et STR. n大Xb・FM真VII・Fn稲Va・n稲Xa• 

F稲Xb・n稲I

サラグモ科 LTNYPH!DAE 

22. タテヤマテナガグモ Bathyphantes tateyama-

ensis (Or〕 M稲Vb

23.ハラジロムナキグモ Dψlocejうhaloidessaganus 

(Bos. et Srn. ) F真V・FM稲Vb・F稲Xb

24.クロナンキングモ E円＇gonidiumgraminicola 

(SUND.) M稲Va

25.へリジロサラグモ Linyphiaoidedicata (HELS田

DlNGEN) f真VII・f稲Vb・M稲Xa ※

26.チピアカサラグモ Nematogmussanguinolen-

センショ ウグモ干ヰ MrMETTDAE 

28.センショウグモ Ero japonica Bos. et STR. 

ME真VII • n真I・F稲Xa• n稲Xb ※

コガネグモ科 ARANE!DAE 

29.ムツポシオニグモ A raniella SJう． F~百Vb ※

30.コガネグモ Argiope amoena L. Koen n蓮

VI 

31. コガタコガネグモ A. minnta KARscn n真

VI ※ 

32. ゴミグモ Cyclosa octotuberculata KARSCH 

n大Xa・Mf稲Va・n稲Xa ※ 

33.ギンメッ キゴミグモ C. argenteoalba Bos. et 

STR. F真VI• n真VII・F真X • Ffn稲Vb・F稲Via

34.ヤマ トカナエグモ Choriwpesnipponicus YA-

GINU証A n稲Xa ※ 

35. ジョロウグモ Nephila clavata L. KOCH n蓮

VI ・ F蓮Xa • FM蓮Xb ・ n大VI•n真VII ・ FM真X ·

n稲Via・FM稲Xa・FM稲Xe ※

36. サツマ ノミ ダマシ Neoscona scylloidcs (B凸s.

et STR.) n大VI ※ 

37.ワキグロサツマノミダマシ N.mellotteei〔Sr-

MON) il稲Via

38.ヤマシ ロオニグモ N. scylloides (KARSCH) f 

真v・n真VI・稲Via ※ 

39.ズグロオニグモ Yaginumia sia (STRAND〕

n大Xa

40. カラフ トオニグモ Zillasachalinensis (SAITO) 

F真VI ※

アシナガグモ科 TETRAGNATH!DAE 

41. シロカネグモ（幼体） Leucauge sp. n大Xa・

n真VII・n稲Va・n稲Via ※ 

42. コシ ロカネグモ Leucauge subblanda B白s.et 

STR. F真V

43. チュウガタシロカネグモ L.blanda (L. Korn) 

f真VI ※

44. ヤサガタアシナガグモ Tetragnathamaxillosa 

THORELL n大VI・ n真VI• n稲VIa ※ 

45.ウロコ アシナガグモ T. squamata KARSCH 

n大VI・ F真V•m稲Va ・ n稲Xb

ヒラタグモ科 UROCTE!DAE 

46. ヒラタグモ Urocteacompactilis L. KucH Fn 
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真VI・n真VII・n稲Via・ n稲Xa ※ ・Mm真VI・Fn稲Via・n稲Xb・n稲Vb

タナグモ平ヰ AGELENIDAE 

47. クサグモ Agelenalzinbata THORELL n大VI•

n真V • n真VI ※ 

48. コクサグモ A. opulenta L. Koen n蓮VI •

n大VI・F大Xa・n真V・n真VII・F真x・n稲Va・n

稲Via • n稲Vb ※

49. シモ フ リヤチグモ Coelotes. insidiosus L. Ko-

CH F稲Via ※

50. メガネヤチグモ C. luctuosus (L. KocH) F 

蓮Vl • F真VI ※ 

キシダグモ1ヰ PISAURIDAE

51. イオウイロハシリグモ Dolornedes sulfureus 

L. KocH n真V・n真VI ※ 

52. アズマキシダグモ Pisauralama Bos. et STrr. 

F真VI ※ 

コモリ グモ干ヰ LYCOSIDAE 

53.ヒノマルコモリグモ Arctosajaponica (SrnoN) 

n真VI

67. アサヒエビグモ P subaureolus B凸s.et STR. 

m蓮VI ・ n蓮Xa ・ n大Xa ・ n真V ・ n真I ・ n稲Va • F稲

Via・ n稲Xe ※ 

68. シャコグモ Tibellustenellus (L. Korn) F真

VI • n真VII ・ fm稲Va ・ n稲Via ・ n稲Xb ・ m稲Vb ※

ハエト リク．モ科 SALTICIDA

69. ネコハエトリ Carrhotusxanthogramma (LA 

TREILLE) Il大Xa ※ 

70. ＇？ミジ ロハエト リ Evarchaalbaria (L. Kocu) 

n真VI・n真VII ※

71. ヨダンハエトリ Marpissaρulla〔KARSCH)

M真V•M真VI ※ 

72.シラヒゲハエ トリ Menemerusconfusus Bos. 

et STR. FM蓮VI・F真IX

73. アリグモ 11めwmarachnejaponica (KA RSCH〕

f大VI・m真V ・ fm真VI• n真I・f稲Va ※

74.カラスハエトリ Rheneatrata (KARSCH〕 F真

v・n真I ※

54. コモリグモの一種 Lycosasp. M真VI 75. デーニ ッツハエ トリ Plexippoides doenitzi 

55. ハリ ゲコモリグモ Pardosa laura (KARscn) (KARSCH) Fn蓮VI・F稲Vb ※ 

FM稲Via 76. ミスジハエトリ Plexiρ•Pus setzρes KARSCH 

56. カイゾクコモリグモの一種 Piratasp. m真VI F蓮VI・F真VII ※ 

ササグモ科 0XYOPIDAE 

57. ササグモ O秒。ρessertatus L. KocH F大VI

• n大Xa ・ m真V•Fm真VI· F真VII ※

カニグモ干ヰ THOMISIDAE 

58. キハダカニグモ Bassaniana decorata (KAR-

SCH) M蓮VI・F真VII・M稲Via・f稲Xb

59. イポカニグモ Boliscus tuberculatus (SrnoN) 

M真I

60. ハナグモの一種 MisumenopsSP. n真VII

61. ワカパグモ Oxytate striatipes L. Koen n真

VII・n稲Xa

62. ヤミイロカニグモ Xysticuscroceus Fox Mn 

真V・M真VI・M稲Via ※ 

6.3. 北オヤミイロカニグモ X. saganus Bos. et 

STR. F真VII

77. メスジロハエトリ Phintellaversicolor (C. Ko-

CH) il大Xa

78. アオオピハエトリ Silerellavittata (KARSCH) 

F蓮VI・nf真V・F真VI・n真IX ※ 

79.ムツパハエ トリ Yaginumanis sexdentatus 

(Y AGINUMA) Il真I

フクログモ手ヰ CLUB ION I DAE 

80. ヤサコマチグモ Chiracanthium unicum Bos. 

巴tSm. M大VI

81. ヤハズフクログモ Clubiona jucunda (KAR・ 

SCH) Il大Xa ※

ウエムラグモ科 LrocLANIDAE 

82.イタチグモ Jtatsinaρraticola (Bos. et STR〕

fm真VI・n真IX・m稲Xb

83. オ トヒメ グモ Orthobulacrucijera Bos. et 

64.セマノレ トラフガニグモ Tmarusrimosus PAIK STR. M蓮Xa ※ 

m真VI・n真X・f稲Via・n稲Xb ※ 84. ウラシマグモ Phrurolithusnipponicus Krsrn-

エピグモ科 PHIL~DROM!DAE DA n蓮Xa・n大Xb・F稲Via・FM稲VI・m稲Xa※

65. キンイロエビグモ Philodromusauricomus L. 85. ヤノくネウラシマグモ P. pennatus Y AGlNUMA 

KOCH n大Xa・n稲Va ※ n蓮VI ・ F蓮VI • n大VI ・n真V • n真VI ・F真VII・稲

66. キハダエビグモ P. spinitarsis SrnoN F蓮VI Vlb・F稲Via・稲Xb ※ 
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86.ウラ シマグモの一種 P.sp. FM稲Vlb• n稲 sides (Bos. et STR. ), 115.ハタケグモHahniacor-

Xa ※ ticicola Bos. et STR. （（ハタケグモ科 HAHNIIDAE)),

87. ネコ グモ Trachelas jaρonica Bos. et STR. 116.ウヅキコモリ グモ Pardosaastrigera L. KocH, 

F蓬VI ・ n蓮Xa•n真I ・ n稲Xa ※ 117. チピコモリグモ Pirataprocurvus (Bos. et 

アシダカグモ科 HETEROPODIDAE STR.) （（コモ リグモ科））， 118. ハナグモ MisurnenψS

88. アシダカグモ Heteroρodavenato円s(LINNAE- tricuspidatus (FABRICIUS〕. 119. ガザミ グモ Pistius

us〕 F真VII• n稲Xa・F稲Xe ※ undulatus KARscn, 120.アズチグモ Thornisusla-

シポグモ科 CTENIDAE befactus KARSCH （（カニグモ科）），121. イナズマハエ

89. シボグモ Anahitafauna KARSCH n真IX ※ トリ Euoρhrysundulatovittata Bos.巴tSTR., 122. 

ワシグモ科 GNAPHOSIDAE ヤハズハエトリ Marpissaelongata (KARSCH〕， 123.

90. ホ シジ ロトンビグモ Poecilochroahosiziro ヤサア リグモ Myri叩arachneinnermichelis (Bos. et 

YAGINUMA F蓮VI STR. ), 124. チャイ ロアサヒハエトリ Phintellaabn 

41と60は既知種の幼体と思うが，86は新種の可能性 orrnis (Bos. et STR.) （（ハエトリグモ科）），125. カパ

がある。 キコマチグモChiracanthiurnjaponicum B凸s.et STn., 

また，小田原城内高校内で記録されている種には， 126. トピイ ロフ クログモClubionalena Sos. et STR., 

この目録の他に，次の39種がある。 127. ムナアカフクログモ C.vigil KARSCH （（フクロ

91. ユカタヤマシログモ Scytodes thoracica (LA- グモ干ヰ））， 128.コムラ ウラ シマグモ Phrurolithusko・

'fREILLE) （（ヤマシログモ科 ScvTODIDAE)), 92. イト murai y AGINUMA （（ウエムラグモ科））， 129.チャクロ

グモ Loxoscelesrufescens (DUFOUR) （（イト グモ科 ワシグモ Drassodesoculi向。tatusBos. et STR. （（ワ

LOXOSCELIDAE)), 93. シモングモ Spermophoraseno シグモ科））。

culata〔DuGF.s) （（ユウレイグモ科））， これら3種は屋

内性である。94. キヒメグモ Achaearanea asiatica 

(Bos.巴tStr. ), 95. オナガグモ Argyrodescylindr-

ogaster〔SrnoN),96. ヤホシヒメグモ Coleosomaoc-

tornaculaturn (B白s.et STR.〕， 97. ムラクモヒシガタ

グモ Episinusnubilus YAGINUMA, 98. バラギヒメグ

モ Theridionchikunii YAGINUMA, 99.ハイイ ロヒメ

グモ T. subpallens Bos. et STR., 100. タカユヒメ

グモ T.takayense SAITO, 101. キヨヒメ グモ T.sp. 

（（ヒメクーモ干ヰ））， 102. ムネグロサラグモ Liny戸hiani 

grψectoris (Or) （（サラグモ科））， 103. ヌサオニグモ

Araneus ejusmodi Bos. et Sm., 104. イシサワオニ

グモ A ishisa卸＇GiKISHIDA, 105.コゲチャオニグモ

A. punctigera (DoLESCHALL), 106. オニグモ A

ventricosus L. Koen, 107. ナガコガネグモ Argiope

bruennichii (ScopoLr), 108. チュウガタコガネグモ

A. boesenbergi LEvr, 109. シロスジショウジョウグ

モ Hy1りsosingasanguinea (C. Koen〕， 110. ドヨウ

オニグモ Neosconadoenitzi (Bos. et STR.〕（（コガネ

グモ科））， 111. ヨツボシヒメアシナガグモ Dyschirio-

gnatha quadrirnaculata Bos. et STR., 112. キララ

シロカネ グモ Leucaugesubge1仰向eaBos. et STR., 

113. アシナガグモ Tetragnathapraedonia L. Koen, 

（（アシナガグモ科）），114.ヤマヤチグ毛 Coelotescora-

4. 考察とまとめ

寺社ごとの種数をまとめると，蓮昌寺22種， 大蓮寺

20種，真福寺61種， 大稲荷神社46種となる。蓮昌寺と

大蓮寺は採集回数も少いが， 寺社林の規模に見合った

種数と考えられる。城内高校での記録種数は， 91種で

ある。観察期間も長いし，観察回数も多いためである。

記録をも とにして， 4つのグノレープを特徴づけた。

(1) どの寺社でも記録された種

ヒメ グモ，オオヒメ グモ，ジョロウ グモ， コクサグ

モ，アサヒエビグモ，ヤパネウラシマグモ。

これらは平地では普遍的な種である。前4種は造網

性，アサヒエビグモは築上俳個性， ヤパネウラシマグ

モは地表および落葉俳f回性である。前4種の造網環境

は少しずつ異なっている。ヒメグモの不規則網やコク

サグモの棚網は濯木の葉や校の問，オオヒメ グモの不

規則網は住居の隅，ジョ ロウ グモの蹄型円綱は高木の

校聞に張られる。

( 2) 真福寺だけで記録された種

カタハリウズグモ，ウズグモ，ユウレイ グモ，イエ

ユウレイグモ，カニミ ジングモ，コシロカネグモ，ヒ

ノマノレコモリ グモ，イボカニグモ， オオヤミイ ロカニ

クモ， ムツパハエ トリ。

これらは， うす日齢、樹林帯に好んで生息する極とい
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えよう。真福寺は調査地の中では，もっとも 自然林が daia. (29～32) : 9-13. 

残されたところである。ただし， 11種のうち，オオヤ 浜口哲一 1985 神奈川県のスズミグモの記録2例．

ミイロカニグモは幼体のため，他の調査地で記録され Kishidaia，〔53〕： 26-27.

ていないとし寸可能性がある。 平塚クモの会 1986 平塚市の真正クモ類 1. リスト

(3〕真福寺と蓮昌寺，または大蓮寺の双方で記録 および分布．自然と文化，（9): 75-102. 

された種 池田博明・ 生物研究部 1982 小田原城内高校内のク

ジグモ，アシフトヒメクモ，ムナボシヒメグモ，ゴ モ〔下〉．小田原城内高校図書館紀要，（5〕：

ミグモ，シロカネグモ幼体，ヤサガタアシナガグモ， 73-76. 

ウロコアシナガグモ，クサグモ，メガネヤチグモ，サ 池田博明・稲葉茂代・ 小川まゆみ・島津千秋・田村武

サグモ，キハダカニグ。モ，キハダエビグモ，アリグ 子・ ヰ鳥田明子・山口泉 1982 ムラクモヒシ

モ， ミスジハエトリ，アオオヒーハエトリ，ネコク’モ。 ガタグモの生態（ 1 ) . Kishidaia, ( 49) : 22-

これらは（ 1〕に準ずる種で， 当地区に普遍的に分布 25. 

していると考えられる。なお， 目録中ではゴミ グモは 池田博明・ 生物研究部 1983 ムラクモヒシガタグモ

真福寺での記録が記されていないが， 1986年6月に多 の生態（ 2). Kishidaia, (50) : 1-6. 

数観察している。 池田博明・稲葉茂代・小川まゆみ・山口泉・ 島津千秋・

(4〕 蓮昌寺または大蓮寺だけで記録された種。 紺田明子・田村武子 1983 ムラクモヒシガ

ナノレトミダニグモ，ツクネグモ 3 コガネグモ，ズグ タグモの造網・交接・卵のう製作.Atypus, 

ロオニグモ，メスジロハエトリ，ヤサコマチグモ，ホ (82〕： 28-34.

シジロトンビグモ。 池田博明・ 生物研究部 1984 ムラクモヒシガタグモ

前2種は小型のため，目につきにくし、ものと思われ の生態〔 3). Kishidaia, (51〕： 1-6.

る。ツクネグモについては，別に真福寺で 1頭採集さ 池田博明 1984 ムラクモヒシガタグモの幼生越冬．

れた。他の種についても，市街地に特有というよりも Atypus, (84〕： 25-26.

個体数が少いため， 発見されなかったものと考えてい 池田博明・谷川明男 1986 クモの同定と観察．神奈

る。 川県生物教育研究会会報，（ 4〕： 7-10.

以上，（ 1）から（ 4〕までは， 4ケ所の寺社だけでな 池田博明 1986 東京蜘妹談話会採集観察会報告・高

く，城内高校の記録もあわせて，まとめた。社寺林の 麗山のクモ. Kishidaia, (54) : 22-28. 

規模の大きい方から並べると， 真福寺，大稲荷神社， 稲葉茂代 1986 ヤパネウラシマグモの習性． Aty-

城内高校，蓮昌寺，大蓮寺となる。 pus, (87) : 1-8. 

小林久俊・石山鉄幸・権回重雄 1975 箱根畑宿付近

5. おわりに の真正蜘由来類. Kishidaia, (39) : 42-48. 

松本〔1979）の LocalityCodeで表せば，城内高校・ 近藤昭夫 1964 丹沢産真正蜘妹類目録．丹沢大山学

蓮昌寺 ・大蓮寺は 〔C3909-3514〕，大稲荷神社は〔C 術調査報告書，神奈川県.395-397. 

3909-3515］，真福寺は〔C3908-3514〕である。 熊田憲一 1980 三浦半島の真正蜘妹類. Kishidaia, 

採集個体も少く，同定の難しい科，サラグモ科，コ (45) : 9 27. 

モリグモ科，フクログモ科については，生態を十分反 国見裕久 1970 神奈川県多摩プラーザのクモ． Ki-

映しているものとは考えていない。今後とも継続して shidaia, (16・17〕： 3-5.

調査を行うとともに，近隣の箱根，真鶴，大雄山など 栗原輝代子 1976 東京蜘妹談話会観察会報告 ・丹沢

の調査も進めていきたい。 山塊ヒジリ峰のクモ.Kishidaia, (40) : 3-6. 

最後に採集容器としてフィノレム・ケースを提供して 町田徳治・松下伝吾 1940 神奈川県神武寺付近産蜘

下さ っている下回維子氏と心よく調査させて下さった 妹. Acta arachnol., 5 (2〕： 76-80.

各社寺の方々に感謝申しあげる。 MATSUMOTO, S. 1970 Spiders around Ashinoko 
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